
この申込書の記載事項は，事実に相違ありません。
(ふりがな) の た  作成年月日

１ 氏名 旧姓(名)

（自署） 年　　月　　日改姓(名)

 生年月日・年齢(令和元.11.27現在) ２ 本籍（戸籍どおりに記載，略字の使用や番地等の省略をしない）

 大正  本籍 〒 1 0 2 － 8 6 5 1

 昭和 　　東京都千代田区隼町４番地２

 平成 元 年 4 月 24 日生 歳 戸籍筆頭者(氏名) 甲　野　一　郎 (申込者からみた続柄） 　父　

３ 現住所（アパート及び同居先まで記載） ４ 電話番号（緊急連絡先は確実に連絡がつく番号を記載）

〒 1 0 0 － 0 0 1 3 (自宅)　  03　－ ×××× －　××××

都 道
(携帯)　 090　－ ×××× －　××××

府 県 (緊急)   048　－ ×××× －　××××

５ 司法試験合格年月 ６ 資格(語学,免許等　登録等の可能な資格は，登録等の有無を併記）

普通自動車免許、行政書士（登録なし）

７ 現在の職業等（在職又は在学をしていない場合は「なし」と記載）

株式会社○○ 総務部 アルバイト

８ 学歴（高校以後の学歴を新しいものから順に記載） ９ 職歴（正社員，自営業及び６か月以上のアルバイトを新しいものから順に記載）

自 □退学 平成24年4月～

至 □卒業 平成27年3月

自 □退学

至 □卒業

自 □退学

至 □卒業

自 □退学

至 □卒業

甲野　一郎 会社員（○○建設）

 〃　 花子 主婦

 〃　 次郎 　本人と同居 ○○大学３年

11 司法修習生の採用歴・採用選考申込歴 13 備考（各項目に書き切れないときも記載する。）

12　不採用事由等の有無（次の から の該当箇所にチェックをする）

 

最高裁判所 01073

７欄について，兼職兼業許可申
請予定

平成16年4月～
平成19年3月

62 父 　埼玉県和光市南2-3-8

60 母

10 家族の状況（父母，配偶者，子及び同居の親族を記載。年齢は令和元.11.27現在）

　○○大学法学部
平成19年4月～
平成23年3月

家庭教師○○ アルバイト
平成23年4月～
平成24年3月

年齢 続柄 現住所 職業・勤務先

　○○高校普通科

就職のため

　○○大学（法科大学院）
平成27年4月～
平成30年3月

○○地方裁判所 事務官 法科大学院に
入学するため

学校・学部(学科)名 在学期間(年月～年月) 勤務先

令和２年 ８月 ２１日

31

東京　 千代田区霞が関１－１－４　第一マンション３３１号

東京都中央区
丸の内

令和２年1月～

   

氏　　　　名

 Ａ 司法修習生の採用歴
    □ ない　　     □ ある→時期 (平成３０年１１月　)

 Ｂ 司法修習生採用選考申込歴
    □ ない　　     □ ある→時期 (平成３０年９月　　)

21

　同

弟

 

 

 

 

　

退職理由役職・地位 在職期間(年月～年月)

乙野月子 方（続柄　叔母　)

　　昭和・平成・令和　　３０年　　　９月合格

勤務先又は学校名 所属部課又は学部学年
役職・地位

(在職者のみ)
所在地(市区町村

まで記載)
在職又は在学期間
（年月～年月）

司法修習生採用選考申込書
記載にあたっては，司法修習生採用選考要項，申込書記載要領，申込書記載例及び次の事項をよく読んで記載すること。

性別 印

男

女

こう ろう

甲　野　太　郎

12で該当する又

はあると答えた

場合は備考欄に

詳細を記載する。

採用日までに新たに就

業又は就学の予定があ

る場合もこの欄に記載

する。

１ 本書面提出から採用までの間に，各欄の記載について変更が生じた場合は，直ちに届け出ること。

２ 本書面に虚偽の記載をした場合又は上記の変更届出を怠った場合は，採用取消又は罷免されることがある。

８月 １日撮影

写真貼付位置

(カラー写真)

(3.0cm×2.4cm)

(写真の裏面に
必ず氏名を記載)

審査基準 ア 及び 関係

□ 右記のいずれ □ 禁錮以上の刑に処せられたことがある

にも該当しない □ 破産手続開始の決定を受けて復権を得ていない

審査基準 ア 関係

かつて起訴（略式起訴を含む。）又は逮捕（補導）されたことの有無
□ ない □ ある

審査基準 ア 関係

(A～Cの該当箇所にチェックし，あると答えた場合は病名を記載する)

Ａ 現在の病気等

□ ない □ ある→病名（ ）

Ｂ 既往歴

□ ない □ ある→病名（ ）

Ｃ 身体上の障害
□ ない □ ある→程度（ ）


